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第５４回宮崎県小学校教育研究会社会科部会 

夏季特別研修会 

 

１ 目   的    県小社研は、昭和３８年に第１回の県大会を宮崎市で開催して以来、約５０年にわたり実践的な研

究に取り組んでいます。令和１１年度には、初めての全国大会を控え、本県の取組を県内外に発信す

るための準備を進めているところです。 

このことを念頭に置きつつ、県下の先生方の日々の成果を持ち寄り、実践的で意義のある研修会

を開催したく下記のような内容での研修会を企画します。 

 

２ 研究主題   「自ら学び、考え、社会を拓こうとする子どもを育てる社会科学習」 

 

３ 主   催   宮崎県小学校教育研究会社会科部会 

 

４ 後   援   宮崎県教育委員会 宮崎県小学校長会 

 

５ 期   日   令和７年 ８月 ７日（木） 

 

６ 会   場   宮崎公立大学 

                       

７ 日   程 

時刻 9：00 ９：３０     １０：００ １０：１０         １１：００ １１：１０                               １２：１０    １３：１０          １４：４０       １４：５０ 

内
容 

受
付 

開会行事 

研究の概

要説明 

研究発表 
学年部別授業づくり研修 

昼
食
・休
憩 

講演 
閉会 

行事 
中学年部 高学年部 

会
場 

１０１ ２０１ １０１ １０１ 

 

８ 内   容 

 （１） 開会行事 （９：３０～１０：００）  

    〇 会長あいさつ     宮崎県小学校教育研究会社会科部会 会長 児玉 裕二（宮崎市立青島小学校長） 

〇 研究の概要説明                      研究部長 吉田 美紀 指導教諭（高鍋町立高鍋西小学校） 

〇 諸連絡 

 

（２） 研究発表 （１０：１０～１１：００） 

    ① 研究発表（１０：１０～１０：３０） 

発表者 司会者 記録者 

日南市立東郷小学校 

教諭 松村 寛子 

日南市立吾田小学校 

指導教諭  郡司 美和子 

宮崎市立古城小学校      小堀  恵子 

宮崎市立学園木花台小学校 井崎  靖子 

      ② 協議 （１０：３０～１０：５０） 

 

    ③ 指導助言 （１０：５０～１１：００）  

       【指導助言者】  県教育庁義務教育課 指導主事 島崎 博英 

１ 



（３） 学年部別授業づくり研修 （１１：１０～１２：１０） 

    ① 模擬授業 （１１：１０～１１：３５）  

 部会 授業提案者 司会者 記録 

中学年 

２０１ 

宮崎大学教育学部附属小学校 

教諭 神田 佳奈 

延岡市立東小学校 

指導教諭 東坂 将秀 

宮崎市立江平小学校     平川由佳子 

宮崎市立広瀬西小学校  尾山由美子 

高学年 

１０１ 

宮崎市立西池小学校 

教諭 宮本 航希 

宮崎市立木花小学校 

教諭 沓掛 美紗子 

宮崎市立大塚小学校     玉井菜七子 

宮崎市立宮崎西小学校  堀川  佳帆 

 

② 協議（１１：３５～１２：００） 

 

③ 指導助言等（１２：００～１２：１０） 

中学年部【指導助言者】   北部事務所 教育推進課      指導主事 大田川真志  

       高学年部【指導助言者】   県教育庁義務教育課         指導主事 島崎  博英 

 

 

（４） 講演 （１３：１０～１４：４０） 

   演題  「社会科学習指導の充実に向けて」 

   講師  国立教育政策研究所 教育課程調査官 小倉 勝登 氏 

 

     謝辞       宮崎県小学校教育研究会社会科部会 副会長 甲斐 正憲（日向市立細島小学校長） 

 

 

（５） 閉会行事 （１４：５０～１５：００） 

・ 会長あいさつ 

・ 諸連絡 

 

９  研修会後アンケートについて 

〇 右のＱＲコードを読み取り、アンケートへの回答を 

  お願いします。 

【〆切 ８月２９日（金）】                       【夏季特別研修会アンケートＱＲコード】 

 

１０ その他 

〇  本日の講演の資料等につきましては、 

後日県小社研 HP（https://cms.miyazaki-c.ed.jp/ssc046/）に掲載しますので、ご確認くだ 

さい。 

 

 

 

２ 

https://cms.miyazaki-c.ed.jp/ssc046/）に掲載しますので


 

 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

１ はじめに 

現代は急加速で情報化が進み、予測が困難な時代である。だからこそ、次世代を切り拓く子ど

もたちは、新たな価値を生み出し、持続可能な社会の創り手として、豊かにたくましく成長して

いくことが期待されている。 

このような社会であるから、ひとりひとりが、感性を豊かに働かせながら、よりよい社会や未

来をつくるにはどうすればよいかを自ら考え出すことが必要である。また、答えのない課題に対

し、多様な他者と協働して目的に応じた納得解や最適解を見い出しながら合意形成を図っていく

ことも望まれる。このように、将来の主権者にふさわしい公民的資質の基礎を育てることを目指

す社会科の役割はますます重要と考えられる。 

  本県小社研では、平成２７年度より、研究主題を「自ら学び、考え、社会を拓こうとする子ども

を育てる社会科学習」、副題を「思考力・判断力・表現力を育む授業の構想」とし、問題解決的な

学習を核とした単元構成及び授業構成に関する研究を進めてきた。 

その結果、資料を根拠に自分の考えをまとめたり、発言したりすることができる子どもの姿が

見られるようになってきた。しかし、対話を通して、社会的事象について比較・関連・総合して多

角的に考えたり、新たな問いを自ら見い出したり、学んだことを生かして自分と社会とのつなが

りを考えたりするまでには至っていない。 

そこで、子どもの主体的に学ぶ姿勢や自分と社会とのつながりを考える力を育成すべく、今年

度より副題を「『ひなたの学び』を通して」と変更することとした。「ひなたの学び」とは、宮崎県

教育委員会が推進している、子ども達の学びに向かう方向性を分かりやすく整理したものである。

「ひなたの学び」の「ひ」は、「ひとりひとりが問いをもち」、「な」は、「なかまとなって学び合

い」、「た」は、「たかめよう深く考える力」となっている。 

「ひなたの学び」を意識した手立てを講じることで、子どもひとりひとりが問題意識をもって、

解決への見通しをもち、学びを調整しながら問題解決を図り、社会的事象を自分事として捉えた

り、社会とのつながりを考えようとしたりすることができるようになると考えられる。また、協

働的に学び合い、多角的な視点で社会的事象を捉え、その中で、自分の考えを見つめ直したり、

新たな問いを見い出したりすることができると考えられる。さらに、子どもが学んだことを生か

して選択・判断できる学習を意図的・計画的に単元構成の中に位置付ける。このような学習を積

み重ねていくことで、社会を拓く子どもを育成できると考えられる。 

  以上のことから、研究主題を「自ら学び、考え、社会を拓こうとする子どもを育てる社会科学

習」、副題を「『ひなたの学び』を通して」として、研究を進めていくこととした。 

 
 
 
 
 

自ら学び、考え、社会を拓こうとする子どもを育てる社会科学習 
 

～「ひなたの学び」を通して～ 

３ 



２ 主題について 

 「自ら学び、考え、社会を拓こうとする子ども」とは 

〇 学習や生活の中で、社会に見られる課題をつかみ、知識と技能を活用して主体的に思考・

判断したり、表現したりしながら課題を解決しようとする子ども 

〇 学習したことを生活に生かし、よりよい社会を考え続ける子ども 

 

３ 副題について 

 社会科における『ひなたの学び』とは 

    （１） ひ「ひとりひとりが問いをもつ」 

・ ひとりひとりが社会的事象に関心をもち、「問い」をもつ。 

・ 問題に対して根拠を明確にした自分なりの答え（予想、仮説など）をもつ。 

・ 調べる事柄や調べ方などの解決に向けての見通しをもち、学習計画を立てる。 など 

 

（２） な「なかまとなって学び合う」 

    ・ 誰と学ぶのか、どのように学ぶのかなど、学び方を選択し、協働的に学ぶ。 

    ・ なかまとの対話などを通して、多角的な視点で社会的事象を捉える。その中で自分の

考えを見つめ直したり、新たな「問い」を見い出したりする。         など 

 

（３） た「たかめよう深く考える力」 

    ・ なかまとの協働的な学びを通して理解を深めたり、そこから生まれた新たな「問い」

を追究したりする。 

    ・ 学んだことを生かして、自分と社会とのつながりについて考えたり、自分ができるこ

とを選択・判断したりする。                        など 

 

Ⅱ 研究の内容 

 １ 今年度の研究の重点項目 

問題解決的な学習を進める上で、「問い」は重要である。これまでも本県小社研では、「問

い」（「ひなた」の「ひ」）をどのようにもたせるべきかについて研究を進めてきた。今年度

は、社会的事象について、比較・関連・総合して多角的に考えたり新たな「問い」を自ら見い

出したりすることや、学んだことを生かして自分と社会とのつながりを考えたりする力の育成

を図るために、協働的な学び（「ひなた」の「な」）を研究の重点項目と設定し、研究を進める

こととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※協働的な学び 

  探究的な学習や体験活動などを通じ、子供同士で、あるいは地域の方々をはじめ多様な他者

と協働しながら、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、様々な社会的な変化を乗り越え、

持続可能な社会の創り手となることができるよう、必要な資質・能力を育成する学び 

（文部科学省HPより） 

 

 

４ 



  さらに、次年度からは、協働的な学びの中で生まれた新たな「問い」を追究したり、主体的に

自分と社会とのつながりについて考えたりするなど、問い続ける子どもの育成を目指していきた

い。 

 

 ２ 研究の視点 

（１） 「ひなたの学び」を意識した単元デザイン 

問題解決的な学習の過程において、指導者は、どのような知識を活用させるのか、どの

ような選択・判断の場面が設定できるのか等を明確にすることが必要である。そこで、「ひ

なたの学び」を意識しながら単元をデザインする。このような単元デザインにおける問題

解決的な学習の流れは、以下の通りである。 

○ 単元全体の流れ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

ひなたの学び（子どもの姿） 教師の手立ての例 

ひとりひとりが 問いもち 

どうして？なぜ？と問いをもちます 

〇「問い」を生じさせる資料の提示 

〇社会的事象を自分事として捉える工夫 

〇ふりかえりを生かした学習問題の設定 

なかまとなって 学び合い 

いろいろな人とつながり、学びあい、考えを広げま

す 

〇学び方を選択する場の設定 

〇新たな資料の提示 

〇なかまとの対話の場の設定 

〇ふりかえりの場の設定 

たかめよう 深く考える力 

自らの問いに対して、深く学び、さらに伸びていき

ます 

〇学び方を選択する場の設定 

〇学びを生かして選択・判断する活動の

位置付け 

〇ふりかえりによる学びの確認 

 学習内容 

つかむ 資料と出合う ○ひ  

見通す 学習計画を立てる ○ひ  

調べる 資料やなかまとともに調べる  ○ひ  ○な  

まとめる 
調べて分かったことや考えたことを文章や絵、年表などにまとめる 

○な  ○た  

ひろげる 

 

学習したことをもとに自分と社会とのつながりなどを考える ○ひ○た  

（選択・判断する、多角的に考える） 

５ 



単元全体の中で、学習したことを生かして選択・判断したり、多角的に考えたりする学

習内容について、学習指導要領には下記のように位置付けられている。 

学年 内 容 内容の取扱い 

３ 

年 

(3)「地域の安全を守る働き」 選択・判断 

(4)「市の様子の移り変わり」 発展 

４  

年 

(2)「人々の健康や生活環境を支える事業」 選択・判断 

(3)「自然災害から人々を守る活動」 選択・判断 

(4)「県内の伝統や文化」 選択・判断 

５ 

年 

(2)「我が国の農業や水産業における食料生産」 多角的・発展 

(3)「我が国の工業生産」 多角的・発展 

(4)「我が国の産業と情報との関わり」 多角的・発展 

(5)「我が国の国土の自然環境と国民生活との関連」 選択・判断 

６ 

年 

(1)「我が国の政治の働き」 多角的 

(3)「グローバル化する世界と日本の役割」 多角的 

選択・判断 

     主に上記に挙げた学習内容で社会科における「ひなたの学び」の実現のため、実践を行

っていく。今後、上記に挙げた学習内容だけでなく、様々な学習内容で多角的・発展な内

容が実施できるかどうか、実践を集めていきたいと考える。 

また、「ひなたの学び」は、単元を通してだけでなく、1単位時間の授業の積み重ねが

重要であると考える。なお、１単位の中ですべて○ひ○な○たを網羅する必要はない。 

 

○ １単位時間の流れ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習内容 

導入 前時の復習や資料から学習問題を考える ○ひ  

展開 
資料やなかまとともに調べたり、考えたり、話し合ったりする                   

 ○な  ○た  

まとめ 調べて分かったことや考えたことをまとめる ○ひ   ○な   ○た  

６ 



（２） 必然性のある協働的な学びを展開するための指導の工夫 

〇 話し合う必要性を感じるような「問い」の設定 

・  子どものふりかえりを生かした導入 

・  自分事として考えられるような「問い」の質の向上      など 

〇 資料の提示 

・  子どもの思考のずれを生じさせる資料 

・  実際の資料                        など 

〇 ふりかえり 

 

（３） 協働的な学びを支えるための手立て 

   〇 学びを支える力の育成 

・  資料を読み取る力 

・  納得解・最適解にたどり着くために話し合う力        など 

〇 深く考えたり新しい気付きが生まれたりするための指導の工夫 

・ 構造的な板書 

・ 思考ツールなどの活用 

・ ICTの活用 

・ ゲストティーチャーの活用                 など 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

 第５学年「我が国の農業や水産業における食料生産（畜産業のさかんな宮崎県）」の実践 

１ 「ひなたの学び」を意識した単元デザイン 

（１） 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 我が国の畜産業は、国民の

食料を確保する重要な役割を果

たしていることや、自然環境と深

い関わりをもって営まれているこ

とを理解している。 

② 畜産業に関わる人々は、生産

性や品質を高めるよう努力した

り、新鮮で安心・安全な食料を消

費地に届けるため輸送方法や販

売方法を工夫したりしていること

を理解している。 

③ 地図帳や各種資料で調べ、

まとめている。 

① 生産量の変化や輸出量

の変化、口蹄疫などに着目し

て、問いを見出し、生産者の

工夫や努力について、考えた

り、表現したりしている。 

② 学習したことを基に、畜

産業の課題と自然条件に関

連付けながら、これからの畜

産業の在り方について考え

たり、選択・判断したりして表

現している。 

① 畜産業の現状や課題につ

いて、予想や学習計画を立て、

学習を振り返ったり見直したり

して主体的に学習問題を追

究・解決しようとしている。 

② 学習したことを基に、これ

からの宮崎県の畜産業を安心

して続けていくための取り組み

を考えようとしている。 

７ 



（２） 単元指導計画 

段
階 

学習活動 子どもの思考の流れ 評
価 

つ
か
む
・
見
通
す(

２) 
 
 
 
 
 
 
 
 

調
べ
る(

５) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め
る(

１) 
ひ
ろ
げ
る(

２) 

１ 学習問題を設定し、学習計画を立てる。
(２) 
〇 肉牛の飼育頭数の内訳のグラフを見
て、畜産業がさかんな理由を考える。 
〇 アカデミー賞発表後のパーティで宮
崎牛が使われている映像を見る。 

 〇 生産量の推移を見て気づいたことを
発表し合い、学習問題を設定し、学習計
画を立てる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 畜産業の人々の仕事の内容や工夫や努
力を調べる。(３) 

 〇 繁殖農家の仕事について調べる。 
 〇 肥育農家の仕事について調べる。 
 〇 出荷方法や出荷先について調べる。 
  
 
 
 
 
３ 口蹄疫の被害からどのように復興した
のかを調べる。(２) 

 〇 生産量の推移のグラフを見て、平成２
２年に減っている原因が口蹄疫という
ことを確認する。 

 〇 映像や資料を基に、口蹄疫とはどのよ
うな病気かを調べる。 

 〇 口蹄疫で家畜２９万７８０７頭が処
分され、農家の人々はたくさんの被害を
受けたという事実とそれでも２年後に
は品評会で高く評価されたという事実
から、その理由を話し合う。 

  
 
 
４ 調べたことや話し合ったことを基に、学
習のまとめをする。(１) 

 〇 今まで学習したことを、クラゲチャー
トにまとめ、宮崎牛が世界に認められた
理由を考える。 

 
  
５ 学習したことを基に、これからの宮崎の
畜産業について考える。(２) 

 〇 宮崎県産牛の輸出の移り変わり(H28
～R2)と様々な課題(飼料の高騰や糞尿
処理、労働者の高齢化)を基に、宮崎県
の畜産業はこれからずっと続けていけ
るか、そうでないかを考える。 

 〇 他県が行っている持続可能な畜産業
の取り組みの資料を基に、宮崎県に合っ
たこれからの畜産業について考える。 

【本時１０／１０】 
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思 
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思 
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態 
②  
 
 
 
思 
③  

 

繁殖農家の人々はどのよう

な工夫や努力をしているの

だろう。【学①】 

どうして宮崎県は畜産業がさかんなのだろう 

〈広い土地〉〈自然環境〉〈人々の工夫や努力〉 

宮崎牛は世界にも認められているなんてすごい 

宮崎牛はどのようにして世界で認められるようになったのだろう。 

肥育農家の人々はどのよう

な工夫や努力をしているの

だろう。【学②】 

どのようにして私たち
のところに運ばれてく
るのだろう。【学③】
３】 

平成２２年に生産量が減っているのはなぜだろう【学④】 

口蹄疫とはどのような病気なのだろう。【学⑤】 

口蹄疫で多くの被害を受けたのに、２年後には４回も１位を取り続け
ているのはどうしてかな。【学⑥】 

多くの人々の協力や努力、安心・安全な設備の徹底と宮崎牛ブラ
ンドを高めていくための取り組みを行っているからだ 
 

宮崎牛が世界に認められるようになったのは、口蹄疫を乗り越え、人々
が様々な工夫や努力をし、宮崎牛のブランドを高めていく取り組みをし
ているから。 

平成２２年に生産量が減っているけどそれから急激に増え続けているよ 

平成２２年の減少と宮崎牛が世界に認められたのと関係あるのかな 

口蹄疫は、家畜伝染病のことなんだ 

これからの宮崎県の畜産業はずっと続けていけるのだろうか「【学⑦】 

続けていける 

 

宮崎県がこれからもずっと畜産業を続けるためには、どのような
取り組みをすればいいのだろうか。(本時)【学⑧】 

 

アカデミー賞の映像 

 

宮崎牛の輸出量の推移(H18～H27) 

 

畜産の全国の生産量の内訳 

 宮崎県 〈ブロイラー 1位〉〈豚肉 ２位〉〈牛肉 ３位〉 

ゲストティーチャー 

 

教科書・資料集 

 
宮崎牛の輸出量の推移(H18～H27) 

 

口蹄疫が原因 

 

２９万７８０７頭処分 
被害額２３５０億円 

 

 

 

２０１２年の和牛の品評会か
ら４回連続で１位になってい
る(新聞) 
 

 

 

 
ミヤチクのパンフレット 

 

口蹄疫復興の資料と映像 

 

宮崎県産牛の輸出量の推移 
(H28～R２年) 

 

飼料の高騰 
糞尿の始末 

労働者の高齢化 

 

 

他県における持続可能な畜産業の取り組み 
 

 宮崎県で求められている畜産業の在り方 
 

宮崎県がこれからもずっと畜産業を続けていくためには、宮崎県
の自然条件を生かしたえさづくりや循環型農業など宮崎県の資源
を最大限活用することが大切。 

 

続けていけない 

 

実践A 

実践B 

実践C 
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２ 必然性のある協働的な学びを展開するための指導の工夫 
 〇 実践A：子どものふりかえりを生かした導入 

 

 

 

 

 

 

 
 

  教師が単元指導計画を考えたときには、「口蹄疫で多くの被害を受けたのに、２年後には４回も１位を

取り続けているのはどうしてかな。」という学習問題を設定していた。しかし、ある子どもがふりかえりに「２

年後には、日本一になったのが不思議でした。」と書いていたため、学習問題で「２年後には日本一」とい

う言葉を使った。子どもの思いを基に学習問題を設定したことで、問いを追究したいという思いが高まり、

自然と仲間と話し合う姿が見られた。 

 

〇 実践B：子どもの思考のずれを生じさせる資料 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
３ 協働的な学びを支えるための手立て 
 〇 実践C：ゲストティーチャーの活用          

 
ゲストティーチャーとして、畜産農家の方と農協の方
に来ていただき、働く人々の工夫や努力について話をし
ていただいた。話を聞くことで、子どもの中に新たな疑
問が生まれた。その疑問を解決するために、主体的にゲ
ストティーチャーと関わろうとする姿が見られた。 

  
 

〇 単元を通した実践：ICTの活用／納得解・最適解にたどり着くために話し合う力の育成 
 
単元を通して自分の考えを伝え合う機会を多く設定し
た。その際、伝える相手や方法を自由に選択させた。ま
た、ICTを活用して考えを全体で共有させた。そのよう
な活動を繰り返し行うことで、教師が介入せずとも、子
ども同士で考えをつなげながら話し合う姿が見られるよ
うになってきた。 

 

子どものふりかえり 子どものふりかえりを生かした授業 

畜産業が抱える課題 

・飼料の高騰 

・糞尿の始末 

・労働者の高齢化 

宮崎県産肉牛輸出量の移り変わりの

グラフを提示したことで、子どもたち

は、これからの宮崎県の畜産業が安泰

だという思いをもった。そのうえで、

畜産業が抱える課題を提示した。そう

すると、「本当に安泰なのか。」という

疑問が生まれ、仲間と話し合いたいと

いう思いをもつ姿が見られた。 

 

９ 



 

 

 

【 研究発表資料 】 

  

  

研究研修 （１０：１０～１１：００） 

 

 

発表者 司会者 記録者 

日南市立東郷小学校 

教諭 松村 寛子 

日南市立吾田小学校 

指導教諭  郡司 美和子 

宮崎市立古城小学校      小堀  恵子 

宮崎市立学園木花台小学校  井崎  靖子 



 

 

 

 

１ 研究主題とのかかわり 

 今、急激・加速的に時代が変化していく中で、次世代を切り拓く子どもたちは、どのように社会や人

生をよりよいものにしていくかという目的を自ら考えだしたり、答えのない課題に対して多様な他者と

協働して目的に応じた納得解や最適解を見いだしたりしながら合意形成を図っていうことが望まれる。

また、そうした力をもとに持続可能な社会の創り手として、豊かにたくましく成長していくことが期待

されている。本県の児童は過去の各種調査等の中で、資料を読み取る技能だけでなく、読み取った事実

をもとに比較・関連・総合して考えたり表現したりする力が十分に身に付いていないという実態が明ら

かになっている。 

 これらのことから、学習問題だけでなく、身近な社会生活の中でも問い続けられるような具体的な授

業の在り方について研究を進めるとともに、授業実践を積み重ねながら、指導方法の工夫・改善を図る

ことにより、「自ら学び、考え、社会を拓こうとする子どもを育てる社会科学習」を目指したいと考え、

本主題及び副題を設定した。 

 

２ 研究の視点 

（１）児童の問いを生かし、問いを生み続けるための単元構成の工夫 

つかむ 世界の森林と日本の森林の現状を比較し、学習問題を設定する。 

見通す 学習問題を解決するために、何が分かればよいのか課題を見つける。 

調べる／まとめる 資料を活用し、それらを比較しながら調べ学習をする。 

広げる 学んだことを生かして、森林を守るためにできることを話し合う。 

  学習問題の設定やその学習問題を解決するために必要な問いを児童一人一人がもつことができるよ

うに単元構造図を作成した。また、問いを解決するために必要な資料等を準備し、課題解決に向けて

取り組めるようにした。さらに、最後の広げる段階では、これまでに学習したことを生かして、自分

事としてとらえられるように森林を守るためのこれからの取組について考えられるようにした。 

（２）児童が問いをもち、問い続けるための指導の工夫 

  ① 地域素材の活用（日南市の飫肥杉について） 

    身近にある飫肥杉や飫肥杉の建築物について写真を見せ、森林と自分達の生活に密接に関わっ

ていることについてとらえられるようにした。また、宮崎県での森林伐採の事件について紹介し、

宮崎に関する森林事情について話をすることで、身近な問題としてとらえられるようにした。 

  ② 問いを引き出すために資料提示の工夫 

    児童の問いを引き出すため、異なる事実を比較させることで、児童に問いをもたせ、児童の問

いから学習問題を設定できるようにした。 

  ③ 問い続けるためのふりかえりの活用 

    児童の問いの可視化や、異なる問いをもつ児童同士での対話を適宜実施し、学習後にふりかえ

りを行うことで、新たな問いや視点を見いだすことができるようにした。 

 

自ら学び、考え、社会を拓こうとする子どもを育てる社会科学習 

～問い続ける力を育む授業を通して～ 

単元名 国土の環境を守る 小単元 森林とわたしたちのくらし 

宮崎県 日南市立東郷小学校 教諭 松村 寛子 
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３ 研究の実際 

（１）児童の問いを生かし、問いを生み続けるための単元構成の工夫 

   教科書では、単元の第一時は日本の森林の様子について知り、学習問題を立てる展開となってい

る。本実践では、そこに世界の森林の様子についての資料を追加したことで、日本の森林がどうや

って守られているのかという学習問題を児童から引き出すこととした。このように、児童から様々

な意見を引き出し、課題を解決していくという流れで単元構造図を作成した。また、その学習問題

を解決するために何を学んでいけばよいのかを、第二時の見通す段階で学習計画を立てた。当初は、

教師が単元全体の流れを作成していたが、児童による学習のふりかえりから生まれた新たな問いな

どを活用し、単元の流れを見直した。児童の振り返りの中に新たな問いが生まれた場合は、その問

いを活用しながら次時へ進むようにした。そのため、児童は問いの解決過程を自分事として捉えて

いくことができた。広げる段階では、森林をまもるために自分たちにできることを考えていった。

児童は自分たちの身近な森林について思いを寄せながら、よりよく森林を守ることの大切さについ

てグループごとに積極的に話し合うことができた。これまでの学習を生かして、自分たちにできる

ことを「森林を守るためにできること」だけでなく、「林業従事者を守るためにできること」という

視点でも考えていくことができた。 

（２）児童が問いをもち、問い続けるための指導の工夫 

 ① 地域素材の活用（日南市の飫肥杉について） 

   身近な話題（日南市役所建替）やニュース（県内の違法伐採）と接続させ、社会とのつながりを

実感させることで自然な疑問を生むことができた。 

 ② 問いを引き出すための資料提示の工夫 

   児童の問いを引き出すため、「資料から分かることは。」「世界の森林は減少傾向であり、年々減っ

てきている。」「なぜ、日本は森林の面積が減っていないのだろう。」と投げかけた。「世界の森林面

積が減少傾向であり、違法伐採が課題となっている。」という事実と、「日本の森林は約 50 年間、森

林面積に変化がない。」という事実を比較させ、「日本の国土の約 65％を占める森林面積がどうして

減少していないのか。」という問いから、「日本の森林はどうやって守られているのだろう。」という

学習問題が設定できた。 

 ③ 問い続けるためのふりかえりの活用 

   学習を進める中で、児童のふりかえりから生まれた新たな問いを活用し、当初の学習計画を変更

して取り組むことにした。児童は、問いの解決過程を自分事として捉えることができた。 

４ 研究の成果と今後の課題（○：成果、●：課題） 

 ○ 単元を見通した構造図を作成し学習を進める中で、児童の振り返りから生まれた新たな問いを活

用して、単元の流れを見直すことで、問いの解決過程を自分事として捉えることができ、学習意欲

の高まりが見られた。 

 ○ 地域素材の活用や資料提示の工夫によって、森林について自分事として捉え、児童同士の対話を

通して問い続ける児童の姿が授業の中で見られるようになった。 

 ● 問いをつくり、深め、探究するには時間がかかるが、教科書に沿った進度も求められる中、単元

のねらいと子どもの問いがずれてしまうこともある。「単元のゴール」に収束するよう問いを整理

し、探究のスパンを短く区切っていく必要がある。 

 ● 「問いを立てる力」や「調べる段階」の評価が難しいため、ノート、ふりかえりや発言などから

「問いの質の変化」「視点の広がり」などを評価する方法を研究する必要がある。 
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第 5 学年 社会科学習指導案 

 

日 南 市 立 東 郷 小 学 校    

  授業者 教諭 松村 寛子 

 

1 単元「森林とわたしたちのくらし」 

 

2 単元の目標 

○ 林業に従事する人の仕事や森林資源の働きなどについて各種の資料で調べ、森林は、その育成や保

護に従事している人々の様々な工夫と努力により国土の保全など重要な役割を果たしていることを

理解することができる。                          【知識及び技能】 

○ 森林資源の分布や働きなどに着目して、国土の環境について、森林資源が果たす役割や森林資源の

保護をしていることの大切さを考え、表現することができる。   【思考力、判断力、表現力等】 

○ 森林と生活について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、学習したことを社会生活に

生かそうとする態度を養い、多角的な思考や理解を通して、我が国の国土に対する愛情や将来を担う

国民としての自覚をもつことができる。             【学びに向かう力、人間性等】 

 

3 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○ 森林資源の分布や働きなど

について地図帳や各種の資料

で調べ、国土の環境を理解し

ている。 

○  調べたことを図表にまと

め、森林は、その育成や保護に

従事している人々の様々な工

夫と努力により、国土の保全

など重要な役割を果たしてい

ることを理解している。 

○ 森林を守ることの大切さと

森林を保護する人々の願いを

結びつけて考え、表現してい

る。 

○ 学習したことをもとに森林

資源の保護のために自分たち

ができることを考えたり、選

択・判断したりして表現して

いる。 

○ 日本の森林の様子について

調べ、日本の森林について学

習問題や予想をもち学習計画

を立てようとしている。 

○ 学習したことをもとに、森

林資源の保護のために自分た

ちにできることを考えようと

している。 

 

4 単元構造図（全 7 時間） 

① 世界の森林と日本の森林の現状を知り、学習問題を考える。【主体的に学習に取り組む態度】 

    ・世界の森林→減少傾向・違法伐採 

    ・日本の森林→約 50 年森林面積変化なし・・・日本の国土を占める森林面積 約 65％ 

      

 

 

 

   学習問題 森林はどうやって守られているのだろう。 

 

② 学習問題を解決するために、何が分かればよいのか課題を見つける。【【主体的に学習に取り組む態度】 

        放置された森林          手入れをされた森林 

 

 

 

 

つ
か
む
（
１
） 

・日本の森林の面積が変わらないのはなぜだろう。 
・どうしたら面積が変わらないようにできるのだろう。 

・どうやって森林の手入れをしているのだろう。 
・どんな人たちが森林を守っているのだろう。 
・手入れされていない森林が増えるとどうなるのだろう。 
・森林はなぜ必要なのだろう。 

見
通
す
（
１
） 
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③ 資料を活用し、調べ学習をする。 

     Ⅰ 森林はなぜ必要なのだろう。【知識・技能】 

        国土の保全･･･土砂災害防止機能、地球温暖化防止、生物多様性保全機能 

        水源の涵養（＝緑のダム） 

       森林は様々な機能をもっているため。 

 

     Ⅱ どうやって森林の手入れをしているのだろう。【知識・技能】・・・【（本時） 

        下草を刈る、枝打ちをする、間伐 

        道をつくる→木を切り出す→機械やトラックが通る 

        苗木を育てる→何十年もかかる 

        手入れをしている人々の工夫や努力、苦労や課題【（現状から考える･･･違法伐採、機械化など） 

       多くの作業をくり返しながら、何十年もかけて森林の手入れをしている。 

 

 

     

 Ⅲ どんな人たちが森林を守っているのだろう。【思考力・判断力・表現力】 

        林業従事者、山村に住む人々 

木材を使って物を作る人々（谷材木店）・それを使う人々 

都道府県・市（区）町村の取組 

       たくさんの人々が森林に関わることで、森林を守ることができている。 

 

 

      

Ⅳ 林業従事者を増やす取組は、どうしているのだろう。【知識・技能】 

        林業大学（みやざき林業大学校 in 美郷町）→人材の育成 

        スマート林業    

        機械の性能向上 

        ブランド化など 

      林業従事者を増やすために、人材育成や機械化を進めるなど様々な取組を行っている。 

  

   

 

 

 

④ 学んだことを生かして森林を守るためにできることを班で話し合う。【【主体的に学習に取り組む態度】 

    班で会社を立ち上げ、どんな取組をするのか考える。      【【思考力【・判断力【・表現力】 

 

 

 

 

  

作業の効率化、負担軽減 

調
べ
る
／
ま
と
め
る
（
本
時
２
／
４
） 

広
げ
る
（
１
） 

他にも森林に関わる仕事をしている人はいないのだろうか。 

林業従事者は減っているけれど、増やさなくていいのだろうか。 

 人が手入れをすることで、森林を守ることができている。 
 

森林を守るために、わたしたちができることはどんなことだろう。 

１３ 



５ 本時の学習（４／７） 

（1）本時の目標 

資料から、林業に従事する人々の様子を調べ、長期間にわたる多くの作業の中で様々な工夫や努力

をしていることや、林業にはいくつかの課題があることを理解することができる。  【知識・技能】 

（2）展開 

過
程 

学習活動 
〇指導上の留意点 

◆評価【観点】（方法） 

つ
か
む
（
５
） 

１ これまでの学習の振り返りをする。 

 ・森林が日本の国土にとってどんな機能を果たして

いたかを振り返る。 

 

 

２ 本時のめあて 

 

 

〇 前時のふり返りを行い、森林には国

土の保全や水源の涵養等、重要な機能

があることを想起させる。 

〇 手入れをされた森林と放置された

森林の写真を見せ、学習問題を解決す

るための課題を想起させる。 

考
え
る
（
３
０
） 

３ 森林の手入れの仕方について知る。 

 ①苗木を育てる 

 ②苗木を植える 

 ③下草をかる（雑草をかり取る） 

 ④間ばつをする（不要な木を切りたおす） 

 ⑤枝打ちをする 

 ⑥木を切り出して運ぶ 

 

４ 資料を使って、手入れをしている人々の工夫や努

力、苦労や課題について考える。 

  個人 → グループ 

 

 

 

 

 

５ 手入れをしている人々の工夫や努力、苦労や課題

について発表しまとめていく。 

○  農業の収穫と比べ、苗木から材木 

として切り出すまでに長い年月がか

かることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

○  資料を使いながら、自分の考えを 

まとめさせる。 

○  グループで考えを出し合い、工夫 

や努力、苦労や課題に分類しながらま

とめさせる。 

◆ 林業に携わる人々は様々な工夫や

努力をしていることを理解している。 

    【知識・技能】（付箋・発言） 

〇 学級全体で分類したことを発表し

ながらまとめさせる。 

ま
と
め
る
（
１
０
） 

６ まとめる。 

 

 

７ 本時の学習の振り返りをする。 

 

 

 

〇 本時の学習の中で、工夫や努力、苦

労や課題について考えたことが表れ

るような振り返りができるように声

かけをする。 

※資料：森林・林業学習館 

○め  どうやって森林の手入れをしているのだろう。 

○ま  多くの作業をくり返しながら、何十年もかけて森林の手入れをしている。 

１４ 
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【 学年部別授業づくり研修 資料 】 

  

  

学年部別授業づくり研修 （１１：１０～１２：００） 

 

 部会 授業提案者 司会者 記録 

中学年 

２０１ 

宮崎大学教育学部附属小学校 

教諭 神田 佳奈 

延岡市立東小学校 

指導教諭 東坂 将秀 

宮崎市立江平小学校     平川由佳子 

宮崎市立広瀬西小学校  尾山由美子 

高学年 

１０１ 

宮崎市立西池小学校 

教諭 宮本 航希 

宮崎市立木花小学校 

教諭 沓掛 美紗子 

宮崎市立大塚小学校     玉井菜七子 

宮崎市立宮崎西小学校  堀川  佳帆 



第４学年社会科学習指導案 
令和７年８月７日（木） 

宮崎大学附属小学校  

                              指導者   神田 佳奈 

１ 単元名  地震からくらしを守る 

 

２ 単元の目標 

知識及び技能 

地域の関係機関や人々は、様々な協力をして、過去に発生した地域の地震災害に対処してきたこと

や、地域で起こり得る地震災害への備えをしていることを理解するとともに、調べたことを図表や文等に

まとめることができる。 

思考力、判断力、

表現力等 

過去に発生した地域の地震災害と関係機関の協力に着目して、地震災害から人々を守る活動を捉え、

自分たちにできることを考えたり、選択・判断したりして、表現することができる。 

学びに向かう力、 

人間性等 

地震災害から人々を守る活動について学習問題を追究・解決し、地域で起こり得る地震災害に備えて

自分たちにできることを考えようとする。 

 

３ 評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 地域の関係機関や人々は、様々な協力をし

て、過去に発生した地域の地震災害に対処

してきたことや、地域で起こり得る地震災害

への備えをしていることを理解している。 

② 過去に発生した地域の地震災害や、関係機

関の働き等について、聞き取り調査をしたり

地図や関係機関が作成した資料等で調べた

りして、必要な情報を集め、読み取り、図表や

文等にまとめている。 

① 過去に発生した地域の地震災害と

関係機関の協力に着目して、地震災

害から人々を守る活動を捉え、その働

きについて考え、表現している。 

② 学習したこと等を基に、地震災害か

ら人々を守る活動と人々の生活を関

連付け、自分たちにできることを考え

たり、選択・判断したりして、表現して

いる。 

① 地震災害から人々を守る活

動について、予想や学習計画

を立てたり、ふりかえったりし

て、主体的に学習問題を追究・

解決しようとしている。 

② 学習したこと等を基に、地域

で起こり得る地震災害に備え

て自分たちにできることを考え

ようとしている。 

 

４ 単元の指導計画・評価計画（全１１時間） 

段階 学習問題 主な学習活動 評価の観点 

つ
か
む
・見
通
す 

（
１
時
間
） 

○ 大きな地震が起こったら、どうなるのだろ

う。 

 

１ 新聞記事等の資料を見てもった疑問を基に、単

元を貫く学習問題を設定し、予想や学習計画を

立てる。     

 

 

主① 

調
べ
る
（
９
時
間
） 

○ 「南海トラフ巨大地震」が起こったら、ど

のような被害があるのだろう。 

２ 内閣府や宮崎市が作成した資料等を基に、「南

海トラフ巨大地震」 について調べる。 

知・技①② 

○ 宮崎県では過去にどのような地震が起

こったのだろう。 

３ 自然災害伝承碑の分布図等を基に、過去の宮

崎県の地震被害について調べる。 

  ・ 外所地震 

・ 宝永地震 

・ えびの地震 

知・技①② 

○ 地震が起こったら、誰が何をするのだろ

う。 

４ 令和６年８月８日の地震発生後のタイムラインを

基に、関係機関の働きについて調べる。 

  ・ 宮崎県内の市町村役所 

・ 自衛隊                              等 

知・技①② 

＜単元を貫く学習問題＞「南海トラフ巨大地震」から私たちの命やくらしを守るためには、どうす
ればよいのだろう。 

２０ 



○ 避難所では、誰が何をしているのだろう。 ５ 宮崎市危機管理課の方の話を基に、避難所の

運営について知る。 

知・技① 

○ 災害のときに、企業はどのような協力をし

ているのだろう。 

６ 「災害時応援協定」に関する新聞記事等を基

に、企業の協力や取組について調べる。 

知・技①② 

○ 「南海トラフ巨大地震」に備えて、宮崎県

が優先して取り組んだ方がよい備えは何

だろう。 

７ 過去に他県で発生した地震の被害状況を基

に、宮崎県が優先して取り組んだ方がよい備え

について話し合う。 

  ・ 熊本地震 

  ・ 能登地震 

思・判・表① 

○ 「南海トラフ巨大地震」に備えて、自分た

ちにはどのようなことができるだろう。 

【本時 １０／１１時間】 

８ 学習したこと等を基に、「南海トラフ巨大地震」

に備えて、自分たちにできることを考え、選択・判

断する。 

思・判・表② 

ま
と
め
る
・広
げ
る 

（
１
時
間
） 

○ 「南海トラフ巨大地震」から私たちの命や

くらしを守るために、大切なことは何だろ

う。 

９ これまで学習したことを基に、単元のまとめと学

び方のふりかえりを行う。 

 

 

知・技①② 

主② 

 

５ 本時の目標 

二次災害を想定し、自分の生活と関連付けて必要な備えを選択・判断し、表現することができる。 【思考力、判断力、表現力等】 

 

６ 本時において見られる「ひなたの学び」 

 ○ 子どもの姿：これまで学習したことを生かしたり、なかまと対話したりすることを通して、自分が考えた「南海トラフ巨大地震」

への備えを見つめ直したり、選択・判断したりする姿。 

 ○ 実現するための手立て： 

   ・ 葛藤を生じさせる条件の提示 

   ・ なかまとの対話の場の設定 

 ・ 学びを生かして選択・判断する活動の位置付け 

 

７ 指導過程（1０／1１時間） 

 学習活動及び学習内容 指導上の留意点（☆評価【評価方法】） 準備物 

導
入 

１ 前時の学習をふりかえる。 

○ 「南海トラフ巨大地震」に備えて自分

たちにできること 

 

 

 

２ 本時の学習を見通す。 

○ 令和６年８月８日に発生した地震 

 

 

○ 自助の力を高める必要性 

 

○ 前時に考えた自分たちにできる備えを仲間と共有

する時間を設定することで、「３」の段階で考えるため

の選択肢を増やすことができるようにする。 

 

 

 

○ 令和６年８月８日に地震が発生したときの状況を想

起させることで、地震が発生する時間帯によって、い

る場所やしていることが異なることに気付くことがで

きるようにする。 

○ 「自分の命は自分で守るという気持ちをもってほし

い」という宮崎県危機管理課の方の言葉を示すこと

で、自助の力を高める必要性に気付くことができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

地震に関す

る新聞記事 

 

 

宮崎県危機

管理課の方

の言葉 

＜学習問題＞「南海トラフ巨大地震」に
備えて、自分たちにはどのようなことが
できるだろう。 

＜単元を貫く学習問題のまとめ＞宮崎県では、「南海トラフ巨大地震」から人々の命やくらしを
守るために、様々な機関が協力して計画的に備えをしている。私たち一人一人が自分にできる
備えをすることも大切である。 

２１ 



展
開 

３ 「平日の夕方に地震が発生したら」とい

う想定の下、自分が備えておきたいこと

を考える。 

○ 具体的な場面 

○ 自分が備えておきたいこと 

 

４ 二次災害によって困ることや心配なこと

について話し合う。 

○ 困ることや心配なこと 

 

５ 地震を想定して、自分が備えておきたい

ことを選択・判断し、仲間と伝え合う。 

○ 自分が備えておきたいこと 

 

○ 具体的な場面（塾や習い事に行っている、家に１人

でいる、公園で遊んでいる、児童館で遊んでいる）を

提示し、選択させることで、備えておきたいことを自分

事として考えることができるようにする。 

 

 

○ 数種類の二次災害カードから各グループに１枚配

付することで、困ることや心配なことについて話し合

うことができるようにする。 

 

○ 地震を想定して備えておきたいこととその理由を仲

間と伝え合う時間を設定することで、仲間と助言し合

い、より具体的な備えを考えることができるようにす

る。 

☆ 二次災害を想定し、自分の生活と関連付けて必要

な備えを選択・判断し、表現している。 

【ワークシート・発言】 

具体的な場

面 

ワークシート 

 

 

 

二次災害カ

ード 

 

 

 

ま
と
め 

６ 本時の学習をふりかえる。  

○ ふりかえり 

・ 学習を終えて今考えていること 

○ 本時の学習をふりかえる時間を設定することで、自

分や家族を守るために備えをしたいという思いを高

めることができるようにする。 

 

 

８ 本時の評価基準 

 Ａ 二次災害を想定し、自分の生活と関連付けてより安全に行動するための備えを選択・判断し、表現している。 

 Ｂ 二次災害を想定し、自分の生活と関連付けて必要な備えを選択・判断し、表現している。 

 Ｃ 地震に対して必要な備えを選択・判断し、表現しているが、想定した二次災害の備えにはなっていない。 

 

２２ 



令和７年度社会科夏季特別研修会 中学年部 ワークシート 

 

地震からくらしを守る 
 

 

①  平日の夕方に地震が発生するかもしれません。あなたはどんな備えをしておきたいですか。 

場面 備えておきたいこと 

  

 

②  二次災害によって困ることや心配なことについて話し合いましょう。 

 

 

 

 

③  自分が備えておきたいことと、その理由を書きましょう。 

 

 

★ ふりかえり 

備えに対する安心度 

 

 
 

≪理由≫ 

学習を終えて今考えていること 

 

二次災害 困ることや心配なこと 

  

備えておきたいこと 理由 

  

 

２３ 



第６学年社会科学習指導案 
令和７年８月７日（木） 

宮崎市立西池小学校   

                                        指導者 宮本 航希 

１ 単元名 新しい日本のあゆみ 

 

２ 単元の目標 

知識及び技能 

我が国の戦後の復興について、日本国憲法の制定、オリンピック・パラリンピックの開催などを手掛かりに、戦

後、我が国は民主的な国家として出発し、国民生活が向上し、国際社会の中で重要な役割を果たしてきたことを

理解するとともに、年表や文章にまとめることができる。 

思考力、判断力、 

表現力等 

日本国憲法の制定やオリンピック・パラリンピックの開催等に着目し、我が国の政治や人々の生活が変化したこ

と、我が国の国際社会において果たしてきた役割について、調べたり考えたりしたことを表現することができる。 

学びに向かう力、 

人間性等 

戦後の我が国の復興や生活の様子について、学習問題などの解決に向けて意欲的に追究するとともに、これ

からの我が国が国際社会の中で果たす役割などについて考えようとする。 

 

３ 評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 我が国の戦後の復興について、日本 

国憲法の制定、オリンピック・パラリンピ

ックの開催などを資料で調べ、必要な

情報を集め、読み取り、戦後日本は民

主的な国家として出発し、国民生活が

向上し、国際社会の中で重要な役割を

果たすまでになった事を理解している。 

② 調べたことを年表や文章にまとめて

いる。 

① 戦後、日本を立て直すために、日本 

国憲法の制定やオリンピック・パラリン

ピックの開催などに着目し、我が国の

政治や人々の生活が変化したことや日

本が国際社会において果たしてきた役

割について、調べたり考えたりしたこと

を表現している。 

② これまでの歴史学習を基に、歴史を 

学ぶ意味について考えたり、表現したり

している。 

① 我が国の戦後の復興について、予想 

や学習計画を立て、学習を振り返ったり

見直したりして、学習問題を追究し、解

決しようとしている。 

② これまでの歴史学習を基に、過去の 

出来事と社会との関連や、歴史から学

んだことをよりよい社会にしていくため

に生かそうとしている。 

 

４ 単元の指導計画・評価計画（全8 時間）                                           

段階 学習問題 主な学習活動 評価の観点 

つ
か
む
・見
通
す 

（
１
時
間
） 

〇 戦争が終わった時、人々はどのよう

なくらしをしていたのだろう。 
１  終戦直後のまちや人々の様子について「衣食住」「学校

や子ども」 「その他」の観点で調べる。 

 
主① 

調
べ
る 

（
４
時
間
） 

○ 新しい国づくりのための改革は、誰

がどのように進めたのだろう。 

２  戦後 GHQ が日本国憲法を基に、民主的で豊かな国づ

くりのために行った政策について調べる。 
知・技① 

○ 日本はどのようにして国際社会に復

帰したのだろう。 

３  米ソ対立中に、日米が関係を深め、国際連合への加盟を

経て、国際社会に復帰したことを調べる。 
知・技① 

○ 産業が発展するにつれて、人々のく

らしはどのように発展したのだろう。 

４  高度経済成長期により、日本の産業が急速に発展し、

人々のくらしが豊かになる一方、公害などの環境問題が発

生したことを調べる。 

思・判・表① 

○ 国際社会に復帰した後、国際社会と

日本との関わりはどのようなものだっ

たのだろう。 

５  1964 年のオリンピック・パラリンピックをはじめ、日本万

国博覧会や冬季オリンピック大会など、平和で民主的な国

家として大きな役割を果たしたことについて調べる。 

思・判・表① 

〈単元を貫く学習問題〉：戦後、人々はどのように、日本を立て直したのだろう。 

２４ 



ま
と
め
る 

（
１
時
間
） 

○ 戦後、人々はどのように、日本を立て

直したのだろう。 

 

 

 

６ これまでの歴史学習を踏まえて、単元のまとめを考える。 

知・技② 

ひ
ろ
げ
る 

（
２
時
間
） 

○ 日本や国際社会には、どのような問

題があるのだろう。 

７ 国際社会や戦後、経済的に発展してきた日本に残された

問題について調べる。 

・自然災害  ・少子高齢化の問題 

・日本人拉致問題  ・領土問題 
主② 

思・判・表② 
○ これからの日本は、どの問題を優先

して解決すべきなのだろう。 

【本時 ８／８時間】 

８ これからの日本は、どの問題を優先して解決すべきかに

ついて、自分の考えをまとめる。 

 

５ 本時の目標 

   これまでの歴史学習を踏まえて、日本はどの問題を優先して解決すべきかを考え、表現することができる。 

【思考力、判断力、表現力等】 

 

６ 本時において見られる「ひなたの学び」 

 ○ 子どもの姿 

・ 学んだことをもとに、協働的に話し合う中で、自分と社会とのつながりを見い出し、よりよい社会について考える姿 

 ○ 教師の手立て 

 ・ 学習形態の選択   

・ 思考ツールの活用 

 

７ 指導過程（8/8 時間） 

 学習活動及び学習内容 指導上の留意点（☆評価【評価方法】） 準備物 

導
入 

１ 前時の学習を振り返る。 

 ○ 戦後から国際社会までの復帰について 

   ・ 戦後の焼け野原の状態からオリンピックまで 

    約20 年足らずで復興した。 

 ○ 日本と国際社会を取りまく問題 

・ 自然災害  ・ 少子高齢化の問題 

   ・ 日本人拉致問題  ・ 領土問題  

   

○  これまでの資料を提示し、振り返らせること

で、本時の学習問題につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 戦後の焼け野原

の写真 

・ オリンピック・パラ

リンピックの写真 

・ 日本と北朝鮮に

よる代表者会議 

・ 竹島の写真 

・ 少子高齢化に関

するグラフ 

・ 豪雨災害の資料 

展
開 

２ 日本が優先してどの問題を解決すべきかを考

える。 

（予想される児童の考え） 

 「私は、少子高齢化の問題を優先して解決する 

ことが大事だと思います。なぜなら、このままで

は、人口が急激に減って、働く大人も減り、日本

の産業などが衰退して、国際社会で重要な役割

を果たすことができなくなるからです。」 

 

３ 日本が優先してどの問題を解決すべきかを交

流する。 

  

○ どの問題を優先して解決すべきかを考えさ

せるために、ダイヤモンドランキングを用いて

理由も含めて考え、表現させる。 

○ 一人一人が主体的に学習できるよう、学習形

態（個人・ペア・グループ等）を選ばせる。 

☆ 日本がどの問題を優先して解決すべきかに

ついて理由と共に自分の考えを表現している。 

                     【ワークシート（記述）】 

 

○ 自分と社会とのつながりを視覚的にとらえら

れるように、順位だけでなく理由も板書する。 

○ 自分の意見と友達の意見との共通点や相違

点に気付かせる。 

 

・ 

・ タブレット 

・ ワークシート 

〈単元を貫く学習問題のまとめ〉 

戦後の人々は、戦争の反省と平和への強い願いをもって、日本国憲法の制定や国際連合へ
の加盟、産業の発展によって、日本を立て直した。 

〈学習問題〉 

    これからの日本は、どの問題を優先して解決すべきなのだろう。 

２５ 



ま
と
め 

４ 日本はどの問題を優先して解決すべきかを再

び考え、表現する。 

 

○ 友達との意見交流を踏まえ、自分の考えをま

とめることで、日本はどの問題を優先して解決

すべきかを再び考え、まとめる。 

☆ 日本がどの問題を優先して解決すべきかに

ついて理由と共に自分の考えを表現している。 

                     【ワークシート（記述）】 

 

 

８ 本時の評価基準 

 A 日本はどの問題を優先して解決すべきか、これまでの歴史学習を踏まえて、理由と合わせて具体的に表現している。 

 B 日本はどの問題を優先して解決すべきか、理由も踏まえて、表現している。 

 C 日本はどの問題を優先して解決すべきか、理由も踏まえて、表現するまでいたっていない。 

２６ 



講演 （１３：１０～１４：４０）  

 【演題】社会科学習指導の充実に向けて 

 【講師】 国立教育政策研究所 教育課程調査官 小倉 勝登 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２７ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２８ 



令和７年度 夏季特別研修会 事後アンケートにご協力ください  

 

本日は、お忙しい中、令和７年度夏季特別研修会にご参会く

ださり、あり がとうございました。宮崎県小学校社会科研究会

では、先生方のご意見を もとに、よりよい研修会の実施に努め

ていきたいと考えております。つきまし ては、お帰りの前にアン

ケートへのご協力をお願いします。ご理解の上、ご協力をよろし

くお願いします。 

２９ 


